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本
号
は
、
長
き
に
わ
た
り
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
支
え
、
憲
法
学
の
第
一
線
を
走
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
小
山
剛
先
生
の
退
職
記

念
号
で
あ
る
。
先
生
が
本
学
部
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
喪
失
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
偉
大
な
足
跡

を
振
り
返
り
、
学
恩
に
感
謝
す
る
好
機
で
も
あ
る
。

　

先
生
は
、
一
九
八
四
年
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご
卒
業
さ
れ
た
後
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
学

さ
れ
、
一
九
九
〇
年
ま
で
在
籍
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
兼
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
、
名
城
大
学
法
学
部
を
経

て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授
に
着
任
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
大
学
院
法
務
研
究
科
兼
法
学

部
教
授
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
は
法
学
部
教
授
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
、
田
口
精
一
先
生
（
本
塾
名
誉
教
授
）
の
研
究
会
に
学
ば
れ
、
大
学
院
ま
で
一
貫
し
て
そ
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
。
そ
の

間
、
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ケ
ル
ン
大
学
法
学
部
に
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
奨
学

生
と
し
て
留
学
さ
れ
、
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
泰
斗
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
テ
ル
ン
教
授
に
師
事
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

大
学
法
学
部
に
客
員
教
授
と
し
て
招
か
れ
た
。

　

小
山
先
生
は
、
ド
イ
ツ
を
比
較
対
象
国
と
し
て
、
憲
法
学
上
、
数
々
の
先
駆
的
な
研
究
業
績
を
打
ち
立
て
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
の

修
士
学
位
論
文
は
、「
社
会
生
活
に
お
け
る
基
本
権
の
実
効
的
保
障
―
―
Ｐ
．
へ
ー
ベ
ル
レ
を
中
心
に
」（
そ
の
一
部
は
再
構
成
さ
れ
、

「
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
グ
ラ
ビ
ッ
ツ
の
基
本
権
論
」
工
藤
達
朗
ほ
か
編
『
憲
法
学
の
創
造
的
展
開
：
戸
波
江
二
先
生
古
稀
記
念
（
上
巻
）』〔
信
山
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社
、
二
〇
一
七
年
〕
二
四
三
頁
に
所
収
）
で
あ
り
、
当
初
か
ら
基
本
権
の
多
様
な
機
能
と
そ
の
背
後
に
あ
る
基
本
権
理
論
の
対
立
に
目

を
向
け
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
博
士
課
程
で
は
、
基
本
権
の
客
観
法
的
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
国
の
基
本
権
保
護
義
務
」
に
焦
点
を
当

て
て
ご
研
究
さ
れ
た
。
先
生
の
ご
研
究
は
、
憲
法
学
の
中
心
的
論
点
の
一
つ
で
あ
る
「
私
人
間
効
力
論
」
に
深
く
関
わ
る
テ
ー
マ
と

し
て
注
目
を
集
め
、
一
九
九
六
年
に
東
京
大
学
で
開
か
れ
た
第
六
一
回
日
本
公
法
学
会
総
会
初
日
に
安
田
講
堂
で
行
わ
れ
た
、
芦
部

信
喜
先
生
の
記
念
講
演
「
人
権
論
五
〇
年
を
回
想
し
て
」
に
お
い
て
批
判
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
事
実
こ
そ
が
、
小
山
教

授
の
主
張
の
有
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
、
社
会
の
様
々
な
問
題
に
憲
法
学
が
対
応
す
る
た
め
に
は
、

ド
イ
ツ
憲
法
学
の
所
論
を
参
照
・
受
容
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
学
界
で
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究
が
隆
盛
を
極
め
、
憲

法
学
は
「
国
家
か
ら
の
自
由
」
へ
の
拘
り
か
ら
そ
の
他
の
基
本
権
理
論
を
排
除
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
小
山
先
生
の
ご
研
究
は
、
そ

の
よ
う
な
学
界
の
状
況
に
否
応
な
し
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
に
は
、『
基
本
権
保
護
の
法
理
』

を
刊
行
さ
れ
、
同
書
は
参
照
を
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
金
字
塔
的
作
品
と
な
っ
て
い
る
（
同
書
に
て
比
較
憲
法
学
会
の
田
上
穣

治
賞
を
受
賞
さ
れ
た
）。
ド
イ
ツ
憲
法
を
研
究
す
る
当
時
の
若
手
研
究
者
（
現
在
の
五
〇
～
四
〇
代
）
の
研
究
テ
ー
マ
を
見
る
と
、
先
生

の
ご
研
究
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
九
年
に
は
、
日
本
公
法
学
会
総
会
に
お
い
て
、
基
本
権
保
護
義
務
論
を
災

害
に
応
用
す
る
「
震
災
と
国
家
の
責
務
」
と
題
し
た
部
会
報
告
を
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
小
山
先
生
は
、
保
護
義
務
に
よ
っ
て
基
本
権
に
限
界
を
画
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

基
本
権
を
現
実
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
点
に
取
り
組
ま
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
基
本
権
の
内
容
形
成

で
あ
る
。
基
本
権
の
保
護
義
務
論
と
内
容
形
成
論
は
、
防
御
作
用
以
外
の
基
本
権
の
作
用
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
、
い
ず
れ
も

基
本
権
論
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、『
基
本
権
の
内
容
形
成
―
―
立
法
に
よ
る
憲
法
価
値
の
実
現
』

を
刊
行
さ
れ
、
財
産
権
を
例
に
、
基
本
権
と
法
制
度
と
の
間
に
親
和
的
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
、
基
本
権
が
法
制
度
形
成
の
指
針
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
（
本
書
に
よ
り
博
士
（
法
学
）
を
取
得
さ
れ
た
）。
同
書
は
、
先
生
の
二
つ
目
の
金
字
塔
的
作
品
で
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あ
る
。
内
容
形
成
論
は
、
森
林
法
違
憲
判
決
を
説
明
し
う
る
理
屈
の
一
つ
と
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
教
科
書
に
お
い
て
財
産

権
等
を
解
説
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
判
例
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
婚
姻
・
家
族
に
関
す
る
基
本
権
に
関
わ
る
訴
訟
、
例
え

ば
夫
婦
別
姓
訴
訟
判
決
等
に
お
い
て
―
―
小
山
先
生
の
意
図
し
た
形
か
否
か
は
と
も
か
く
―
―
す
で
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
現
在
三

〇
～
四
〇
代
の
憲
法
研
究
者
に
は
、
基
本
権
と
法
制
度
を
総
論
・
各
論
レ
ベ
ル
で
研
究
す
る
者
も
多
く
、
こ
こ
で
も
先
生
の
ご
研
究

の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
山
先
生
は
教
育
業
績
に
お
い
て
も
、
数
多
く
の
卓
越
し
た
業
績
を
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
開
始
に
合

わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
、
先
生
ら
が
編
集
代
表
を
務
め
ら
れ
た
『
プ
ロ
セ
ス
演
習 

憲
法
』
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
憲
法
教
育

の
ひ
な
型
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
日
本
公
法
学
会
総
会
に
お
い
て
、「
公
法
学
の
教
育
素
材
」

と
題
す
る
部
会
報
告
を
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
二
〇
〇
九
年
に
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
』
を
刊
行
さ
れ
、
ド

イ
ツ
の
三
段
階
審
査
を
型
と
し
て
日
本
の
判
例
を
整
理
し
、
ア
メ
リ
カ
由
来
の
日
本
の
審
査
基
準
論
を
も
そ
の
中
に
位
置
づ
け
、

（
防
御
権
以
外
の
基
本
権
も
含
め
）
統
一
的
な
説
明
を
与
え
ら
れ
た
。
同
書
は
、
司
法
試
験
受
験
生
の
間
で
驚
く
ほ
ど
の
発
行
部
数
を

記
録
し
た
だ
け
で
な
く
、
学
界
に
お
け
る
「
審
査
基
準
論
vs. 

三
段
階
審
査
」
論
争
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。
同
書
の
各
論
的
解
説

と
し
て
、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
法
学
セ
ミ
ナ
ー
誌
上
で
「『
憲
法
上
の
権
利
』
各
論
」
と
い
う
連
載
を
行
わ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
五
年
に
は
、
以
上
の
研
究
・
教
育
業
績
を
総
括
し
、
日
本
公
法
学
会
総
会
に
お
い
て
、「
憲
法
判
例
の
現
状
と
憲
法
学

説
の
課
題
」
と
題
し
た
総
会
報
告
を
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
小
山
先
生
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
に
対
す
る
深
い
理
解
と
堪
能
な
ド
イ
ツ
語
力
で
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
者
と
の
交
流
に
も
努
め
ら

れ
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
指
導
教
授
の
シ
ュ
テ
ル
ン
教
授
が
日
本
学
士
院
客
員
と
し
て
来
日
さ
れ
た
際
の
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
通
訳
を
務
め
ら
れ
た
。
同
年
、
先
生
ら
が
編
訳
さ
れ
た
『
シ
ュ
テ
ル
ン 

ド
イ
ツ
憲
法
Ⅰ 

総
論
・
統
治
編
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
独
交
流
に
長
く
ご
尽
力
さ
れ
た
ラ
イ
ナ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ル
教
授
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
）
の
著
作
を
選
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集
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
先
生
が
監
訳
さ
れ
た
『
憲
法
の
優
位
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
八
四
）、
二
〇
二
二
年
に
は
先
生

ら
が
監
訳
さ
れ
た
『
憲
法
の
道
程
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
山
先
生
は
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
憲
法
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
に
初
期
か
ら
参
加
し
、
長
く
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
長
年
、
同
研
究
会
を

中
心
に
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
者
ら
と
の
交
流
が
図
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
に
始
ま
っ
た
隔
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
「
日
独
憲
法

対
話
」
に
お
い
て
は
、
日
本
側
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
を
務
め
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁

判
官
ら
も
参
加
し
て
い
る
）。
本
学
部
と
の
関
係
で
は
二
〇
一
六
年
に
、
当
時
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
長
で
あ
っ
た
マ
テ
ィ
ア

ス
・
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
教
授
と
協
力
し
、
学
部
間
の
学
術
交
流
協
定
の
締
結
に
尽
力
さ
れ
た
。
国
際
交
流
と
い
う
観
点
で
は
、
本
号

に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
顔
ぶ
れ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
公
法
学
者
と
の
交
流
も
積
極
的
に
さ
れ
て
き
た
。
小
山
先
生
の

名
前
は
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
公
法
学
者
の
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、『
基
本
権
保
護
の
法
理
』
は
中
国
語
に
、『「
憲
法
上

の
権
利
」
の
作
法
』
と
『
プ
ロ
セ
ス
演
習 

憲
法
』
は
韓
国
語
に
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
多
く
の
留
学
生

が
、
小
山
先
生
の
下
で
学
ん
で
い
る
。

　

近
時
、
小
山
先
生
は
多
く
の
憲
法
訴
訟
に
も
関
わ
ら
れ
、
意
見
書
を
執
筆
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
大
阪
タ
ト
ゥ
ー
裁
判
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
型
抹
消
請
求
訴
訟
、
旧
優
生
保
護
法
訴
訟
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
先
生
の
意
見
書
や
関
連
す
る
論
文
が
、
結
論
や
理
由
づ
け
に
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
大
い
に
見
ら
れ
る
。
本
号
に
は
、
先
生
が
関
わ
ら
れ
た
訴
訟
の
代
理
人
弁
護
士
の
方
も
寄
稿
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
先
生
の
「
生
き
た
憲
法
論
」
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
小
山
先
生
は
、
日
本
公
法
学
会
な
ど
で
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
、
比
較
憲
法
学
会
で
は
理
事
長
に
就
か
れ
て
お
り
、
学

界
に
お
い
て
も
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
放
送
倫
理
・
番
組
向
上
機
構
（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）
放
送
人
権
委
員
会
委
員
、

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
委
員
や
司
法
試
験
考
査
委
員
と
い
っ
た
公
的
機
関
に
お
け
る
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
ご
活

躍
に
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
小
山
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
、
そ
の
門
下
生
の
中
か
ら
次
世
代
の
学
界
を
担
う
優
秀
な
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
き
た
こ

と
は
、
憲
法
の
学
界
に
お
い
て
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
先
生
は
、
院
生
の
指
導
に
多
く
の
時
間
を
割
き
、
後
進

の
育
成
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
流
行
り
の
テ
ー
マ
で
は
な
く
自
ら
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
を
選
択
す
る
こ

と
、
憲
法
比
較
を
す
る
際
に
す
ぐ
に
日
本
へ
の
示
唆
を
得
よ
う
と
せ
ず
、
一
旦
比
較
対
象
国
の
文
脈
に
身
を
投
じ
る
こ
と
、
就
職
が

多
少
遅
く
な
っ
て
も
留
学
に
挑
戦
す
る
こ
と
な
ど
、
小
山
流
の
指
導
方
針
で
門
下
生
の
実
力
を
引
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

門
下
生
に
限
ら
ず
、
比
較
対
象
国
に
関
わ
り
な
く
、
本
塾
の
院
生
、
他
大
学
の
院
生
な
ど
に
も
気
を
配
っ
て
指
導
の
機
会
を
設
け
ら

れ
、「
他
流
試
合
」
も
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
き
た
。「
隠
れ
小
山
門
下
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
学
部
の
小
山
研
究
会
で
は
、
必
ず
報
告
前
に
レ
ジ
ュ
メ
・
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、
報
告
後
に
は
懇
親
の
場
を
設
け

て
報
告
者
を
労
わ
れ
る
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
実
践
的
な
憲
法
問
題
に
つ
い
て
激
し
い
応
酬
が
な
さ
れ
る
。
ゼ
ミ
生
の
進
路
は
多
様
だ

が
、
法
曹
資
格
を
得
た
者
の
数
が
相
当
数
に
上
る
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
先
日
開
か
れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は
二
百
人
に

せ
ま
る
参
加
者
だ
っ
た
と
い
う
が
、
先
生
が
い
か
に
ゼ
ミ
生
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
か
、
い
ま
だ
先
生
を
慕
う
者
が

い
か
に
多
い
か
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

小
山
先
生
の
研
究
お
よ
び
教
育
に
お
け
る
ご
活
躍
は
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
最
後
に
本
学
部
内
で
就
か
れ
た
行
政
職
へ
の
ご
貢
献

に
も
ふ
れ
た
い
。
先
生
は
、
学
部
長
補
佐
、
法
学
研
究
所
所
長
、『
法
学
政
治
学
論
究
』
編
集
委
員
会
委
員
長
な
ど
に
就
か
れ
、
学

部
お
よ
び
大
学
院
双
方
の
教
育
や
学
問
的
営
為
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
。
法
学
研
究
所
所
長
と
し
て
は
、
学
部
と
三
田
法
曹
会
と
の
懸

け
橋
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
、
三
田
の
法
律
学
と
三
田
出
身
実
務
家
と
の
連
携
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
体
育
会
拳
法
部

の
部
長
も
長
く
務
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
職
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
学
内
の
諸
役
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
柄
と
処
理
能
力
に

よ
っ
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
見
事
な
采
配
を
振
る
わ
れ
た
。
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小
山
剛
先
生
の
義
塾
お
よ
び
法
学
部
へ
の
長
年
の
ご
貢
献
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
、
こ
こ
に
法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
六
年
二
月

�

法
学
部
長　

亀
井　

源
太
郎　
　


